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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本の大学生においてうつ病と自殺のリスクを高める心

理学的要因として自動思考，社会的スキル，快活動といった認知行動的な要因の関与を検討し

た。これらの研究に基づき，リスクの高い大学生を対象とした心理学的予防プログラムを開発

した。本研究において開発されたプログラムは日本の大学生のうつ病と自殺のリスク低減に有

効であることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：This study was designed to examine whether depression and 

suicidality in Japanese college students would be predictable form psychological factors. It 

was revealed that cognitive-behavioral factors such as automatic thoughts, social skills, 

and pleasant activities predict depressive symptoms and suicidal ideation. A 

cognitive-behavioral prevention program for at-risk college students was developed based 

on this preliminary survey. Results of an efficacy trial suggested that the program was 

effectively decreased depressive symptoms and suicidal ideations. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) うつ病は最も頻繁に認められる精神疾患
であり，わが国では特に大学生を含めた若年
層における有病率の高さが指摘されている 

(坂本・西河, 2002)。国内の有病率調査によ
れば，20～34 歳の 8.8%がうつ病の診断基
準を満たし (川上 , 2003)，18～34 歳の

27.6%がうつ病に罹患した経験を持つ 
(Kitamura et al., 1999)。 
うつ病は慢性的な経過をたどりやすく，追
跡調査を７年間にわたって行うと 70%が
再びうつ病の診断基準を満たすことがわか
っている (Rao et al., 1995)。うつ病に罹患
すると学業成績の悪化，対人関係の問題，
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就職の失敗といった生活上の困難を抱えや
すくなり (Klein et al., 2008)，重大な生活
の質の低下を引き起こしてしまう。 

 

(2)うつ病の最も深刻な結末は自殺である。
全国の国立大学における自殺率を集計した
内田ら (2004) の報告によれば，1990～
2000 年における大学生の自殺者の割合は
10 万人あたり 10.0～17.4 人で推移してお
り，大学生 10 万人あたりの病死者の割合
（6.1～13.0 人）を常に上回っている。保
健管理センターで診察を受けていた自殺者
のうち 48.4%は生前にうつ病の診断基準を
満たしており，これはすべての精神疾患の
中で最も高い割合であった。 
このように，大学生にとってうつ病は看過
できない問題となっており，効果的な予防
法の確立が急務である。加えて，うつ病は
大学生の自殺の主要なリスクファクターと
なっており，大学生のうつ病を予防するこ
とは自殺予防の手段としても有効である。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では大学生のうつ病と自殺の予防
を目標とした心理学的プログラムを認知行
動療法に立脚して開発し，その有効性を検
討した。 
 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 22 年度には質問紙法を用いた縦
断調査によって，大学生のうつ病と自殺の
リスクファクターを検討した。 
 
(2) 平成 23 年度には前年度の研究におい
て明らかにされたリスクファクターに働き
かける予防プログラムを作成し，その効果
を検討する実践研究を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) 縦断調査によって大学生の抑うつ症状
と自殺念慮に影響を及ぼす認知行動的要因
を検討したところ，ネガティブな自動思考が
強い対象者は抑うつ症状や自殺念慮が強く，
ポジティブな自動思考が強い対象者は抑う
つ症状が低くなることが示された。また，社
会的スキルや快活動は自動思考を経由して
間接的に抑うつ症状や自殺念慮に影響して
いることが明らかにされた。 
 
(2) スクリーニング面接によって，抑うつ尺
度のカットオフスコアを上回る得点を示す
ものの，うつ病（大うつ病，気分変調症）の
診断基準を満たさない大学生を抽出し，これ
を予防プログラムの対象者とした。90 分×５

セッションからなる，集団認知行動療法に基
づいたプログラムを作成し，介入実施前後に
おける効果指標の分析を実施した。 
その結果，プログラムに参加した７名の参加
者は，介入実施前から実施後にかけて抑うつ
症状が有意に低減し，自殺念慮も有意に減少
していることが示された。一方で，介入に参
加しなかった３名の統制群の対象者は，抑う
つ症状と自殺念慮のいずれについても有意
な変化が認められなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 1 介入に伴う抑うつ症状の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 2 介入に伴う自殺念慮の変化 

 
(3) 予防プログラムに参加した大学生のデ
ータをもとに，抑うつ症状と自殺念慮の改善
に関与している媒介要因の検討を行った。そ
の結果，プログラムへの参加を通じてポジテ
ィブな自動思考，快活動の楽しさといった要
因が大きく改善している対象者ほど，抑うつ
症状の改善も大きいことが示された。また，
ポジティブな自動思考が大きく改善した対
象者については，自殺念慮の改善効果も大き
いことが明らかにされた。 
快活動については，抑うつ症状と自殺念慮の
それぞれに対して異なる側面が影響を及ぼ
していることがわかった。単純に快活動の頻
度のみが増加した対象者は，自殺念慮の得点
は減少していたものの抑うつ症状の得点は
増加していることが示された。一方で，快活
動の楽しさが増加した対象者は，抑うつ症状
が大きく改善していたものの自殺念慮には
変化が見られないことが明らかにされた。す
なわち，快活動を介入に応用する際には，自
殺念慮に対しては快活動の単純な増加に焦



 

 

点を当てるが，抑うつ症状に対しては快活動
の楽しさに注目させる必要があることが示
唆された。 
以上の点から，大学生のうつ病や自殺の予防
を目指した心理学的支援を実施する際には，
これらの認知行動的要因に焦点を当てた介
入技法が有効であることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 3 抑うつ症状の変化量と認知行動的 

要因の変化量との相関係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 4 自殺念慮の変化量と認知行動的 

要因の変化量との相関係数 
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